
パスカルの定理五角形

　　円に内接する五角形において，辺，の交点を，辺とにおける接線

　との交点を，辺，の交点をとするとき，点，，は一直線上にある。
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　　における接線と，の交点をそれぞれ

　，，との交点をとする。

　に対してメネラウスの定理を用いる。

　直線について
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　直線について
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　直線について
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　また，方べきの定理により
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　①，②，③を辺々かけあわせ④を用いると
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　したがって，メネラウスの定理の逆により点，，は同一直線上にある。　　証明終


